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編
集
後
記

上記の順で開いて行くと一般質問の様子が録音放送にて聞けます。（苓北町ホーム
ページがリニューアルされました。）

「
く
ら
し
・
行
政
」

「
町
政
情
報
」

「
議
会
」

「
議
会
日
程
・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　

  

・
会
議
録
」

苓
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
一
般
質
問
」

“定例議会の一般質問がインターネットで聞けます”

議  会  日  誌
※主なものを載せています

町木「ツバキ」町花「はまゆう」

あなたと議会のかけ橋に
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主な内容
●

●

●

臨時会 ·········································································· ２

定例会・全員協議会···········································３～10

一般質問・特別委員会 ······································11～15

平
成
26
年
10
月
に
苓
北
町
の
地
層
で
見
つ

か
っ
た
大
き
さ
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
化
石
が
食

物
連
鎖
の
頂
点
に
君
臨
し
た
生
き
物
の
下
あ

ご
の
骨
だ
っ
た
、
と
令
和
６
年
２
月
15
日
、

天
草
市
に
お
い
て
、
記
者
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
科
の
恐
竜

の
骨
が
国
内
で
「
初
発
見
」
さ
れ
た
と
い
う

事
実
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。
従
来
、
北
米

と
ア
ジ
ア
、
取
り
分
け
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
の

内
陸
部
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
発
見
さ

れ
た
の
は
、
島
国
で
あ
る
日
本
、
し
か
も
海

沿
い
と
な
る
、
わ
が
「
苓
北
町
」
な
の
で
す
。

骨
の
中
で
も
、
背
骨
や
肋
骨
の
骨
の
数
は
多

い
。
た
だ
し
あ
ご
の
骨
は
限
ら
れ
る
、
そ
の

化
石
が
、
わ
が
「
苓
北
町
」
か
ら
出
て
き
た

と
い
う
の
で
す
。
太
古
の
地
球
で
は
、
北
米
、

東
ア
ジ
ア
、
日
本
は
大
陸
続
き
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
何
か
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
議
会
定
例
会
は
、
「
予
算
議

会
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
喫
緊
の
生
活
課
題
に
目
を
向
け
つ

つ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
す
る
た
め
の
予

算
執
行
を
と
、
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
議
会
議
場
に
お
い
て
議
員
が
一

般
質
問
し
た
、
ま
た
政
策
討
議
し
た
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
媒
体
と
な
る
、
苓
北
町
議
会
だ
よ
り

「
き
ず
な
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

３月定例会の傍聴者は、
　　  　45人でした。

２月臨時会の傍聴者は、
　　  　８人でした。

６月です。

次の定例会は

会議録は、右記「議会日程・一般質問・
会議録」内の「会議録」で閲覧できます。

１月
　23日

　30日
　30日

県町村議会議長会議員研修会
　（Web研修：苓北町役場）
全員協議会
議会活性化等検討特別委員会

２月
　19日
　19日

26日

令和６年第１回苓北町議会臨時会
議会活性化等検討特別委員会
議会運営委員会

３月
６～14日

６・７日
14日
14日
14日

令和６年第２回苓北町議会定例会
（11.12.13日は予算審査特別委員会、
　　　　　　　　　　　９.10日は休会）
全員協議会
総務文教厚生常任委員会
建設経済環境常任委員会
議会広報特別委員会

４月
１・９日 議会広報特別委員会

（１月22日以降分）

萬松山國照寺中門
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こんなことが決まりました！！
令和６年　第１回議会臨時会　開催日：２月19日

こんなことが決まりました！！
令和６年　第２回議会定例会　開催日：３月６日～14日

【結果の表示について】◎全会一致で可決

議案番号 事　　件　　名 結
果

表採決 田
嶋

山
口

廣
田

松
本

浜
口

田
﨑

倉
田

錦
戸

髙
戸

野
﨑賛成：反対

議案第２号 一般会計補正予算（第９号） 可決 8：1 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

賛否表（　○　賛成　・　●　反対　　議長（野﨑）は採決に加わらない）

【結果の表示について】　◎全会一致で可決　－報告・選挙につき採決なし

■条例改正等について
議案番号等 事　　件　　名 備　　考 結果

議案第１号
苓北町手数料条例の一部を改正する条
例について

戸籍法の一部が改正されたことに伴い、戸籍電子証明書提供用識
別符号の項目を追加する等、所要の改正がなされた。
施行日　令和６年３月1日

◎

報告第１号
専決第１号
損害賠償額の決定及び和解について

苓北町消防団第２分団に属する消防団員が運転する消防車が当該
消防倉庫付近に駐車していた相手方の自家用車後方に接触し、損
傷させた。
損害賠償額　110,033円

-

- 苓北町選挙管理委員の選挙について

坂瀬川　田尻幹雄氏
志　岐　立山清剛氏
富　岡　松野　茂氏
都呂々　小﨑重輝氏　が投票により当選人となった。
任期　R6.3.21～R10.3.20

-

-
苓北町選挙管理委員補充員の選挙につ
いて

第２順位坂瀬川　山﨑敬一氏
第３順位志　岐　荒木真喜子氏
第１順位富　岡　松本良雄氏
第４順位都呂々　尾脇宣宏氏　が議長の指名推選により当選人と
なった。
任期　R6.3.21～R10.3.20

-

■条例改正等について

議案番号等 事　　件　　名 提案理由 結果

議案第 3 号 
苓北町印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例について

印鑑証明書の発行をマイナンバーカードでの申請も認めることと
した。令和６年４月１日運用開始。（コンビニエンスストアでも
取得できる。）

◎

議案第 4 号 
苓北町課設置条例の一部を改正する条
例について

水道事業・下水道事業を令和６年４月１日から公営企業会計に移
行することに伴う改正。

◎

議案第 5 号
苓北町職員の定数に関する条例の一部
を改正する条例について

振興計画を踏まえた適切な職員の定数管理を行うとともに、水道
事業・下水道事業を令和６年４月１日から公営企業会計に移行す
ることに伴う改正。合計110人を95人とする。

◎

議案第 6 号 
苓北町会計年度任用職員の報酬、費用
弁償及び期末手当に関する条例の一部
を改正する条例について

会計年度任用職員への勤勉手当の支給が可能となったことに伴う
改正。

◎

議案第 7 号 
苓北町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について

国民健康保険法が改正されたことでの限度額と軽減の条件緩和に
併せ、熊本県が目指す保険税額、県下「完全統一」を果たすため
の経過措置としての苓北町としての税率単独改正。

◎

議案第 8 号
苓北町奨学資金貸付条例の一部を改正
する条例について

有用な人材を育成・確保するため、奨学生の資格要件を見直す必
要があるため。

◎

議案第 9 号 
苓北町重度心身障害者医療費助成に関す
る条例の一部を改正する条例について

原則、苓北町に対し当該医療費助成申請を提出することを不要と
するために伴う改正。

◎

議案第 10 号 
苓北町介護保険条例の一部を改正する
条例について

第９期介護保険事業計画期間における介護保険料を決定したこと
に伴う改正。基本額5,800円（月額）は据え置くも、９段階を13
段階に改正。

◎

議案第 11 号 
苓北町漁港管理条例の一部を改正する
条例について

漁港漁場整備法が改正され、漁業上の利用を確保した上で、民間
事業者が漁港施設等を利用して水産食堂等の水産物の消費増進等
に寄与する事業を行うことを認める漁港施設等活用事業が創設さ
れたことに伴う改正。

◎

議案第 12 号 
苓北町水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例の一部を改正する条例
について

事業の経営規模並びに議会の議決を要する町の義務に属する損害
賠償の額を改める必要があるため。

◎

議案第 13 号 
苓北町水道事業給水条例の一部を改正
する条例について

水道整備・管理行政が厚生労働省から国土交通省及び環境省へ移
管されることに伴う改正。

◎

議案第 14 号
苓北町下水道条例の一部を改正する条
例について

特定環境保全公共下水道事業を令和６年４月１日から公営企業会
計に移行することに伴う改正。

◎

議案第 15 号
苓北町下水道事業受益者分担に関する
条例の一部を改正する条例について

特定環境保全公共下水道事業を令和６年４月１日から公営企業会
計に移行することに伴う改正。

◎

議案第 16 号
苓北町農業集落排水処理設置の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する
条例について

農業集落排水事業を令和６年４月１日から公営企業会計に移行す
ることに伴う改正。

◎

【結果の表示について】　◎全会一致で可決

■令和５年度　専決補正予算について
議案番号 事　　件　　名 補正前の額 補正額 補正後の額 備　　考 結果

承認１号
専決第２号
一般会計補正予算（第８号）

5,683,074 84,837 5,767,911
物価高騰対策支援給付金（住民税均等
割のみの課税世帯）27,000千円他の増
額。

◎

（単位：千円）

【結果の表示について】　〇賛成多数で可決　賛否表は下欄のとおり

■令和５年度　補正予算について
議案番号 事　　件　　名 補正前の額 補正額 補正後の額 備　　考 結果

議案２号 一般会計補正予算（第９号） 5,767,911 46,100 5,814,011
坂瀬川漁港向路防波堤修繕他に係る
46,100千円の増額。

○

（単位：千円）

令和６年第２回定例会が、３月6日（水）から３月１4日（木）までの会期で開会され、条例改正や令和５年度補正予算及
び令和６年度当初予算などが上程されました。



5

苓北町議会だより「きずな」第129号
定例会

4

【結果の表示について】◎全会一致で可決  ×賛成少数で否決 （賛否表はP５のとおり）

■条例改正等について

【結果の表示について】◎全会一致で可決　〇賛成多数で可決（賛否表は下欄のとおり）

■令和６年度各会計当初予算について （単位：千円）

議案番号 事　　件　　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 結果

議案第20号 令和６年度苓北町一般会計予算 5,311,000 4,793,000 518,000 ○

議案第21号 令和６年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算 2,182 1,841 341 ◎

議案第22号 令和６年度苓北町都呂々財産区特別会計予算 67,029 61,284 5,745 ◎

議案第23号 令和６年度苓北町国民健康保険特別会計予算 1,013,065 1,004,608 8,457 ◎

議案第24号 令和６年度苓北町介護保険特別会計予算 1,079,287 1,095,699 △ 16,412 ◎

議案第25号 令和６年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算 149,102 132,374 16,728 ◎

議案第26号 令和６年度苓北町宅地造成事業特別会計予算 12,588 8,662 3,926 ◎

賛否表（　○　賛成　・　●　反対　　議長（野﨑）は採決に加わらない）

議案番号等 事　　件　　名 結
果

表採決 田
嶋

山
口

廣
田

松
本

浜
口

田
﨑

倉
田

錦
戸

髙
戸

野
﨑賛成：反対

発議第１号 
苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条
例の制定について

否決 2：7 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● -

議案第２０号 令和６年度苓北町一般会計予算 可決 7：2 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ -

議案番号等 事　　件　　名 提案理由 結果

議案第 17 号
苓北町農業集落排水事業受益者分担に関
する条例の一部を改正する条例について

農業集落排水事業を令和６年４月１日から公営企業会計に移行す
ることに伴う改正。

◎

議案第 18 号
苓北町特定地域生活排水処理施設の設
置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例について

特定地域生活排水処理事業を令和６年４月１日から公営企業会計
に移行することに伴う改正。

◎

議案第 19 号
苓北町特定地域生活排水処理事業受益
者分担に関する条例の一部を改正する
条例について

特定地域生活排水処理事業を令和６年４月１日から公営企業会計
に移行することに伴う改正。

◎

議案第 36 号
苓北町過疎地域持続的発展計画の変更
について

左記計画に次の事業内容を追加する。都呂々農業用水管更新事
業、堆肥センター更新事業、港湾・港湾海岸改修事業、公園整備
事業

◎

議案第 37 号 町道路線の廃止について
町道管理を統合型GIS（地理情報システム）で行うことによる現路
線の全部廃止。404路線。

◎

議案第 38 号 町道路線の認定について
町道管理を統合型GIS（地理情報システム）に行うことによる路線
の全部認定。418路線。（既存の路線の修正と新規路線含む）

◎

議案第 39 号 公有水面埋立について
埋立免許出願に係る地元の意見について議会の議決を経る必要が
あるため。道路用地となる、都呂々字八久保ほか、これらの区域
に隣接している道路地先公有水面。7,709.97㎡　

◎

議案第 40 号
苓北町税条例の一部を改正する条例に
ついて

令和６年１月１日に発災した能登半島地震に伴う雑損控除を令和
６年度住民税の申告から適用させるため等の改正。

◎

発議第１号
苓北町議会議員の期末手当の特例に関
する条例の制定について

コロナ禍、物価高騰等を考慮し、住民生活の安定化に寄与するた
め、令和６年度に限り、議会議員の期末手当を削減するもの。　　　
提出者：浜口雅英議員

×

発議第２号
ロシアによるウクライナ侵攻やイスラ
エルとハマスの紛争に抗議し世界の恒
久平和を求める決議について

左記内容を苓北町議会の意思として、対外表明するもの。
提出者：浜口雅英議員　賛成者：倉田明議員

◎

（単位：千円）

【結果の表示について】　◎全会一致で可決

■令和５年度各会計補正予算について
議案番号 事　　件　　名 補正前の額 補正額 補正後の額 備　　考 結果

議案第29号 
令和５年度苓北町一般会計補正
予算（第 10 号）

5,814,011 39,654 5,853,665
町道舗装事業（令和６年度へ繰越）
の増他

◎

議案第30号 
令和５年度苓北町国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）

1,047,463 △ 11,567 1,035,896
県支出金△24,087千円による精算
調整

◎

議案第31号 
令和５年度苓北町介護保険特別
会計補正予算（第４号）

1,128,241 △ 2,500 1,125,741 介護予防サービス等諸費の減 ◎

議案第32号
令和５年度苓北町水道特別会計
補正予算（第４号）

218,744 42,345 261,089 基金繰入金の増 ◎

議案第33号
令和５年度苓北町下水道特別会
計補正予算（第３号）

350,729 △ 8,500 342,229 基金繰入金の減 ◎

議案第34号 
令和５年度苓北町特定地域生活
排水処理事業特別会計補正予算

（第３号）
56,571 △ 348 56,223 精算調整 ◎

議案第35号 
令和５年度苓北町宅地造成事業
特別会計補正予算（第２号）

8,685 △ 4,802 3,883 財産売払収入の減 ◎

※議案第27号令和６年度苓北町水道事業会計、議案第28号令和６年度苓北町下水道事業会計については、全会一致で可決。
令和６年度から従来の特別会計から公営企業会計移行により、下欄にて掲載しています。

特別会計 （単位：千円） 公営企業会計 （単位：千円）

項　　目 予算額

坂瀬川財産区 2,182 

都呂々財産区 67,029 

国民健康保険 1,013,065 

介護保険 1,079,287 

後期高齢者医療 149,102 

宅地造成事業 12,588 

項　目 予算額

水道事業会計

収益的収入 194,550 

収益的支出 285,232 

資本的収入 28,290 

資本的支出 49,670 

下水道事業会計

収益的収入 297,500 

収益的支出 510,900 

資本的収入 313,550 

資本的支出 313,685 

令和６年度から地方公営企業法の適用により、会計処理の変更となった。
目的＝独立採算制を原則とした自律的な経営組織体制を作ることで、持続

可能性を充実・強化するためのもの。また、事業の黒字化を求める
ことではなく、経営基盤構築をしようとするもの。
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か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
。

苓
北
町
に
適
合
し
た
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
楽

し
く
遊
べ
る
公
園
、
緊
急
時
の
避
難
や
ヘ
リ
の
発
着

等
、
緊
急
時
た
だ
ち
に
対
応
で
き
る
広
域
避
難
箇

所
の
目
的
を
重
視
さ
れ
、
再
度
計
画
立
案
さ
れ
る

事
を
求
め
、一
般
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

様
々
な
施
策
が
あ
る
が
、
取
り
分
け
地
域
づ
く

り
実
践
塾
等
、
町
民
の
声
を
取
り
入
れ
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
怠
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
命
の
誕
生
を

歓
迎
し
、
応
援
し
、
共
に
育
む
姿
勢
が
人
口
回
復
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
す
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
財
政
の
健
全
化

を
図
り
な
が
ら
、
本
町
基
盤
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
を
始
め
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
少
子

化
対
策
に
対
し
て
積
極
的
な
財
政
支
援
策
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
予
算
成
立
後
速
や
か
に
事
業
実
施
に

取
組
ま
れ
る
よ
う
切
望
し
賛
成
す
る
。

私
は
子
育
て
世
代
の
一
人
と
し
て
、
町
内
に
子
ど

も
が
遊
ぶ
施
設
が
無
く
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
ま

た
、
私
の
周
り
の
子
を
持
つ
保
護
者
の
間
で
も
、
施

設
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
施
設
の
内
容
等

は
、
ま
だ
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と
思
う
が
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
な
り
、
大
き
な
財
産
に

も
な
る
。

苓
北
町
議
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
報
告
書

苓
北
町
議
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

　倉
田

　明

議
会
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
、
令
和

６
年
度
苓
北
町
一
般
会
計
予
算
（
案
）
及
び
各

特
別
会
計
予
算
（
案
）
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

１
．
審
査
年
月
日

　
　
令
和
６
年
３
月
11
日
・
12
日
・
13
日

２
．
出
席
委
員

　
　
倉
田
明
委
員
長
、
山
口
利
生
副
委
員
長
、

　
　
田
嶋
健
司
、
廣
田
幸
英
、
松
本
良
人
、

　
　
浜
口
雅
英
、
田
﨑
稔
、
錦
戸
俊
春
、

　
　
髙
戸
幸
雄
各
委
員

３
．
委
員
以
外
の
出
席
　
野
﨑
幸
洋
議
長

４
．
審
査
の
過
程

執
行
部
の
出
席
を
求
め
、
各
会
計
予
算

（
案
）
の
費
目
ご
と
に
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

５
．
審
査
の
結
果

①
一
般
会
計
予
算（
案
）

②
坂
瀬
川
財
産
区
特
別
会
計
予
算（
案
）

③
都
呂
々
財
産
区
特
別
会
計
予
算（
案
）

④
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）

⑤
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算（
案
）

⑦
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算（
案
）

⑧
水
道
事
業
会
計
予
算（
案
）

⑨
下
水
道
事
業
会
計
予
算（
案
）

●
決
定
　
①
一
般
会
計
予
算
（
案
）
か
ら
、

⑨
下
水
道
事
業
会
計
予
算
（
案
）
ま
で
す

べ
て
「
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

し
ま
し
た
。

６
．
修
正
案
の
提
出
：
あ
り

一
般
会
計
予
算
（
案
）
に
対
す
る
修
正

案
そ
の
１
（
議
会
費
＝
期
末
手
当
削
除
）

委
員
会
の
結
果
　
否
決
　

一
般
会
計
予
算
（
案
）
に
対
す
る
修
正

案
そ
の
２
（
上
津
深
江
広
域
避
難
地
防
災

公
園
実
施
設
計
業
務
委
託
料
削
除
）

委
員
会
の
結
果
　
否
決
　

７
．
要
望
事
項
の
提
出
＝
次
の
と
お
り
執
行
部
に

対
し
要
望
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

①
一
般
会
計

⑴
歳
入
に
つ
い
て

〇
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
の
増
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

⑵
歳
出
に
つ
い
て

〇
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
努

力
さ
れ
た
い
。

〇
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
人
口
減

少
対
策
事
業
の
充
実
と
強
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。

〇
物
価
高
騰
へ
の
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
特
別
会
計

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
　
　

健
康
づ
く
り
事
業
の
強
化
・
充
実
に

努
め
ら
れ
た
い
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計
　
　
　
　
　

介
護
予
防
事
業
の
強
化
・
充
実
に

努
め
ら
れ
た
い
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　

健
康
づ
く
り
事
業
の
強
化
・
充
実
に
努

め
ら
れ
た
い
。

③
特
記
事
項

〇
風
力
発
電
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業

者
と
の
連
携
を
図
り
、
事
故
防
止
に
努

め
ら
れ
た
い
。

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
る
輸
入
穀
物
や
資
材

の
高
騰
に
よ
り
、
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

町
は
、
日
頃
か
ら
農
業
、
林
業
、
漁
業
の
一
次
産

業
を
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
こ
れ
の
振
興
に
力
を

入
れ
る
と
常
々
と
口
に
し
、
我
々
議
員
も
こ
の
事
に

賛
同
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
社
会
環
境
の
中
で
町
民
生
活
の
安
寧

に
少
し
で
も
お
手
伝
い
を
す
べ
き
。『
口
先
だ
け
の

町
民
優
先
な
の
か
。
口
先
だ
け
で
な
く
身
を
も
っ
て

町
民
生
活
の
安
寧
に
力
を
注
ぐ
べ
き
。
』
こ
の
期
末

手
当
の
原
資
は
町
民
の
税
金
で
期
末
手
当
６
百
７

３
万
２
千
円
、一
人
当
た
り
の
単
純
計
算
で
67
万
３

千
円
は
全
額
カ
ッ
ト
し
、
カ
ッ
ト
し
た
議
員
期
末
手

当
は
人
口
減
少
、
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
環
境
の
整

備
に
流
用
す
べ
き
。
よ
っ
て
原
案
反
対
。

災
害
対
策
費
の
中
で
広
域
避
難
地
防
災
公
園
整

備
事
業
に
伴
う
設
計
業
務
委
託
料
１
千
５
百
80
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
総
事
業
費
約
３
億
円
と
い

う
巨
額
な
事
業
で
あ
る
。

事
業
の
内
容
は
、
遊
園
地
と
も
思
え
る
ク
レ
イ

舗
装
に
巨
大
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
等
大
型
の
遊
具
が

所
狭
し
と
計
画
さ
れ
広
域
避
難
地
、
防
災
の
目
的

議
案
第
20
号
　令
和
6
年
度
苓
北
町

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

原
案
に
反
対
討
論

原
案
に
反
対
討
論

原
案
に
賛
成
討
論

原
案
に
賛
成
討
論

松
本
議
員

松
本
議
員

浜
口
議
員

浜
口
議
員

廣
田
議
員

廣
田
議
員

髙
戸
議
員

髙
戸
議
員

田
嶋
議
員

田
嶋
議
員

歳入

町税　23% 財産収入　1%

繰入金　4%

繰越金　0%
諸収入　2%
使用料・手数料　1%

分担金・負担金　1%
寄付金　3%

国庫支出金　10%
県支出金　7%

地方交付税
36%

その他交付税他　5%
町債　7%

歳出

議会費　1%

総務費　20%

民生費　28%

衛生費
11%

農林水産費　6%

商工費　3%

土木費　5%

消防費　5%
災害復旧費　0%

教育費　8%

公債費
13%

予備費　0%

一般会計 （単位：千円）

歳入
区分・率 項　　目 予算額

自
主
財
源

町税 1,249,418

財産収入 59,567

繰入金 228,476

繰越金 10,000

諸収入 97,369

使用料・手数料 49,944

分担金・負担金 36,826

35.5% 寄付金 151,482

依
存
財
源

国庫支出金 512,202

県支出金 363,413

地方交付税 1,927,000

その他交付税他 267,403

64.5% 町債 357,900

100% 合　　計 5,311,000

歳出
項　　目 予算額

議会費 64,887

総務費 1,058,768

民生費 1,478,683

衛生費 593,243

農林水産費 299,145

商工費 177,434

土木費 288,349

消防費 276,724

教育費 399,383

災害復旧費 386

公債費 663,998

予備費 10,000

合　　計 5,311,000

基金残高 2,214,746  

起債残高
（うち臨時財政対策債）

6,077,692  
（2,308,057）

※令和 6 年 3 月見込み額

※臨時財政対策債とは、国から交付される地方交付税の不足分を補うための
特例的な町債です。使途は自由で、元利償還金は翌年度以降、国が地方交
付税で全額措置を行うものです。

※円グラフにおける小数点以下の
　数字は調整されています。
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8

熊
本
県
に
よ
る
、
国
道
3
8
9
号
の
都

呂
々
唐
干
田
か
ら
萱
の
木
間
の
、
延
長
約

7
6
0
ｍ
、
第
3
種
第
3
級
（
50
㎞
/
ｈ
）、

幅
員
9
・
0
ｍ
の
拡
幅
事
業
を
、
断
面
図
、

平
面
図
を
用
い
て
説
明
を
受
け
た
。

稼
働
か
ら
23
年
が
経
過
し
、
各
種
機
械

の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
が
堆
肥
セ
ン
タ

ー
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
経
営
の
安

定
を
図
り
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
に
も
、
農
林
水
産
省
の
「
国

内
肥
料
資
源
利
用
拡
大
対
策
事
業
」
を
活

用
し
て
、
機
械
、
車
両
類
を
更
新
し
、
今

後
の
運
用
計
画
の
説
明
を
受
け
た
。

※
具
体
的
な
更
新
内
容
（
下
表
）

執
行
部
か
ら
、
計
画
平
面
図
や
、
鳥
瞰

図
を
使
用
し
て
上
津
深
江
広
域
避
難
地
防

災
公
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
議
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

■人事案件（任命・選任）について

議案番号等 事　　　　　件　　　　　名 結果

同意第１号
苓北町監査委員の選任について

同意氏　名 住　所 任　期
登本　玄一 苓北町都呂々 令和６年４月１日から令和 10年３月 31日

■陳情等文書の取扱結果

受理年月日等 件　名 提出者 結　果

Ｒ 5.11.28
令和５年
陳情第４号

年金制度における外国人への脱退一時金の是
正を求める意見書の採択を求める陳情

福岡県行橋市上稗田 1097-1
小坪慎也 議員配布

令
和
６
年
第
２
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

発
議
者
　
浜
口
雅
英
議
員
、
賛
成
者
　
倉
田

明
議
員
と
し
て
、
決
議
（
案
）
を
上
程
。
全

会
一
致
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
２
月
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
。
そ
し
て
、
そ
の
後
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ハ
マ
ス
の
紛
争
が
勃
発
し
た
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
様
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
戦
争
に

よ
っ
て
人
々
の
生
命
や
財
産
が
脅
か
さ
れ
る

と
い
う
事
態
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
事
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
損
な

う
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
為

で
す
。
関
係
国
や
団
体
は
直
ち
に
攻
撃
を
停

止
し
、
関
係
者
の
生
命
と
生
活
を
守
る
べ
き

で
す
。

よ
っ
て
、
本
苓
北
町
議
会
は
、
関
係
国
や

団
体
は
直
ち
に
攻
撃
を
中
止
し
、
即
時
、
完

全
撤
退
を
し
、
世
界
平
和
の
実
現
に
取
り
組

む
べ
き
で
す
。

以
上
決
議
し
ま
す
。

　
　
　
令
和
６
年
３
月
14
日

苓
北
町
議
会

発
議
第
２
号

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
紛
争

に
抗
議
し
世
界
の
恒
久
平
和
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て

発
議
第
２
号

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
紛
争

に
抗
議
し
世
界
の
恒
久
平
和
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て

健
康
増
進
室
か
ら
事
業
の
概
要
と
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
も
っ
と
健

康
！
げ
ん
き
！
ア
ッ
プ
く
ま
も
と
」
を
利
用

し
、
日
々
の
健
康
記
録
・
歩
数
・
運
動
健
康

関
連
イ
ベ
ン
ト
参
加
・
検
診
等
の
受
診
で
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
累
計
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

た
豪
華
賞
品
が
当
た
る
年
度
末
抽
選
会
に
応

募
で
き
る
。

苓
北
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
町
独
自
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
付
与
や
、
3
，
0
0
0

ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
者
に
町
内
の
商
店
等
で

使
用
で
き
る
3
，
0
0
0
円
分
の
振
興
券
を

発
行
し
、
4
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
報
告

を
受
け
た
。

水
道
環
境
課
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の
移

行
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
令
和
６
年
度
苓

北
町
水
道
事
業
会
計
予
算
書
（
案
）
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
計
画
（
案
）
の
説
明
を
受
け
、
苓

北
町
の
人
口
、
世
帯
、
認
定
者
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
、
介
護
給
付
費
等
の
地
域
分
布
の

説
明
を
受
け
、
第
9
期
介
護
保
険
料
は
基

準
額
（
月
額
）
5
，
8
0
0
円
と
す
る
報

告
を
受
け
た
。

「
苓
北
町
統
合
型
Ｇ
Ｉ
S
構
築
業
務
」
に

よ
り
、
町
道
の
道
路
台
帳
の
電
子
化
後
の

円
滑
な
道
路
管
理
行
政
の
運
営
、
各
種
手

続
き
の
効
率
化
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
路

線
の
結
合
等
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
町
道
全
路
線
の
廃
止
及
び
再
認

定
を
行
う
旨
の
報
告
を
受
け
た
。

審
議
経
過
等
の
報
告
、
路
線
組
替
等
の

町
道
路
線
網
図
、
主
な
路
線
の
見
直
し
事

例
の
説
明
を
受
け
た
。

一
．
苓
北
町
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

二
．
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
1
月
30
日
（
火
）

令
和
６
年
1
月
30
日
（
火
）

令
和
６
年
3
月
6
日
（
水
）

令
和
６
年
3
月
6
日
（
水
）

二
．
公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う
予
算
書

等
に
つ
い
て

一
．
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高

齢
者
福
祉
計
画
（
令
和
６
〜
8
年
度
）

に
つ
い
て

四
．
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
つ
い
て

五
．
上
津
深
江
広
域
避
難
地
防
災
公
園
整

備
基
本
計
画
に
つ
い
て

全
　
　 

員
　 

　
協
　 

　
議
　 

　
会

全
　
　 

員
　 

　
協
　 

　
議
　 

　
会

堆肥センターの具体的な更新内容

上津深江広域避難地防災公園鳥瞰図

設　備 現　状 更新内容 更新費用 財源内訳

①堆肥撹拌機

・ハザカプラント社製（宮城県）
・老朽化が進み、修繕費が
年々増加

・保守点検委託料：2,310千
円／年間

・既存のプラント及びレー
ンを活用できる他社の撹
拌機に更新

・保守点検委託料：約100
千円／年間

41,000 千円

国庫補助
（１／２）

国内肥料資源
利用拡大対策
事業補助金

過疎対策
事業債

（一般財源 100
千円含む）

②ホイール
ローダー ・牛糞や堆肥を運搬

・新車（同型）への更新を予定

13,000 千円

③油圧ショベル ・生ゴミの処理に使用 6,500 千円
④２tダンプ ・牛糞回収、堆肥の配達に使用 6,000 千円
⑤２tユニック・牛糞（コンテナ）回収に使用 8,500 千円

合　　計 75,000 千円 35,500 千円 39,500 千円

三
．
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て
（
国
道

3
8
9
号
都
呂
々
地
区
）

※イメージ図です。
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一

 

般

 

質

 

問

質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　
　
　
　質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　
　
　
　質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

浜口雅英
議員

全
国
的
な
磯
焼
け
や
海
水
温
度

上
昇
等
で
海
産
物
・
漁
獲
量
の
減
少
と
共

に
漁
業
従
事
者
も
減
少
。
そ
の
実
態
は
。

町
管
内
の
漁
協
組
合
員
数
は
、

平
成
24
年
で
は
２
７
６
名
。
令
和
４
年
は
、

２
１
１
名
。
漁
獲
高
等
は
、
平
成
24
年
は

２
３
８
ｔ
、
２
億
４
千
万
円
。
令
和
４
年

は
１
７
０
ｔ
、
２
億
２
千
万
円
。
漁
獲
高

の
減
少
幅
が
緩
や
か
な
の
は
、
販
売
単
価

の
高
い
養
殖
漁
業
拡
大
と
考
え
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
都
呂
々
、
富
岡
、

上
津
深
江
、
坂
瀬
川
地
先
な
ど
に
県
町
が

実
施
主
体
で
漁
礁
や
藻
場
再
生
事
業
等
に

取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
町
単
独
事

業
で
ウ
ニ
の
稚
貝
・
車
エ
ビ
な
ど
を
放
流
、

併
せ
て
県
栽
培
漁
業
地
域
展
開
協
議
会
事

業
で
、
マ
ダ
イ
稚
魚
等
の
放
流
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
、
海
藻

を
食
す
る
魚
介
類
の
食
害
で
一
進
一
退
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
実
態
は
。

ま
た
、
今
後
も
稚
魚
放
流
は
継
続
し
、

状
況
で
は
新
規
漁
礁
と
藻
場
礁
投
入
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
協
議
の
考
え
は
。

今
後
も
種
苗
放
流
や
藻
場
再
生

事
業
は
継
続
し
、
新
た
な
漁
礁
や
藻
場
礁

の
投
入
に
つ
い
て
は
漁
協
及
び
漁
業
者
の

意
向
を
確
認
し
、
検
討
し
た
い
。

富
岡
茂
木
航
路
（
フ
ェ
リ
ー
）

で
長
崎
市
長
と
の
協
議
結
果
は
。

町
か
ら
私
、
総
務
課
長
、
商
工

観
光
課
長
と
市
役
所
で
、
鈴
木
市
長
、
公

共
交
通
対
策
室
の
金
原
室
長
と
の
対
応
に
、

茂
木
町
在
住
の
山
口
市
議
、
旧
五
和
町
御

領
の
山
下
市
議
に
も
同
席
い
た
だ
い
た
。

意
見
交
換
で
、
長
崎
市
と
苓
北
町
を
含

め
天
草
全
体
で
取
り
組
む
広
域
的
観
光
の

推
進
と
、
長
崎
〜
天
草
〜
鹿
児
島
の
縦
断

ル
ー
ト
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
や
福
岡
都
市
圏
へ
の

ア
ジ
ア
圏
域
か
ら
の
観
光
客
増
加
を
始
め

と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
へ

の
対
応
と
し
て
、
長
崎
と
天
草
地
域
双
方

の
個
性
を
活
か
し
た
観
光
地
を
回
る
ル
ー

ト
設
定
が
必
要
。

ま
た
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
教
訓
に
防
災
や
物
流
、
海
上
輸
送
の

対
応
が
必
要
で
、
フ
ェ
リ
ー
復
活
に
向
け

両
市
町
間
の
交
流
を
更
に
活
発
化
す
る
機

運
を
高
め
る
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

今
回
の
半
島
防
災
に
対
し
「
苓

北
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
は
。

「
苓
北
町
地
域
防
災
計
画
」
に
も

陸
上
交
通
が
困
難
な
場
合
、「
船
舶
に
よ
る

輸
送
」
及
び
「
航
空
機
に
よ
る
輸
送
」
は

記
載
。
ま
た
、
令
和
４
年
「
災
害
発
生
時

に
お
け
る
苓
北
発
電
所
港
湾
等
施
設
の
使

用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
県
や
天

草
２
市
と
連
携
を
図
り
対
応
し
た
い
。

ま
た
、
富
岡
茂
木
航
路
は
防
災
面
で
の

重
要
性
も
強
調
し
て
い
き
た
い
。

倉田　明
議員

問
①

問
②

再
質

再
質

町
長
答
弁

町
長
答
弁

◎
稚
魚
放
流
と
漁
礁
・
藻
場
礁
投
入
に
つ
い
て

　
　
　
　
　漁
礁
・
藻
場
礁
は
漁
業
者
の
意
向
を

◎
フ
ェ
リ
ー
就
航
と
「
能
登
半
島
地
震
」
に
関
連
し
て

　
　
　
　
　長
崎
市
と
協
議
。「
町
地
域
防
災
計
画
」
で
対
応

町
長

小
学
校
の
再
編
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
、
苓
北
中
学
校
の
改
築
に
つ
い

て
の
苓
北
町
学
校
審
議
会
の
審
議
状
況
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
議
員
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。

期
間
（
令
和
６
年
度
〜
令
和
10
年
度
）

の
5
年
間

①
産
業
の
振
興
と
安
全
性
の
向
上
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て

②
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
と
学
校

教
育
の
充
実
に
向
け
て

③
協
働
体
制
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
て

３
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
、
第
14
期
基
本

計
画
の
主
要
施
策
と
し
て
盛
り
込
む
と
と

も
に
、
実
施
計
画
で
具
体
的
な
事
業
化
を

進
め
て
い
く
中
で
、「
重
点
事
業
」
と
し
て

抽
出
・
設
定
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
と
、
企
画
政
策
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
で
は
、
事
業
規
模
に
応

じ
た
適
正
な
税
制
の
適
用
を
通
じ
財
務
体
質

の
改
善
を
図
る
た
め
、
無
償
減
資
（
資
本
金

4
・
99
億
円
か
ら
１
億
円
）
を
行
い
、
減
少

す
る
資
本
金
の
全
部
を
資
本
準
備
金
に
し
、

令
和
６
年
2
月
28
日
に
臨
時
株
主
総
会
を
開

催
、
3
月
20
日
に
登
記
完
了
予
定
と
説
明
を

受
け
た
。

九
州
財
務
局
理
財
部
融
資
課
の
担
当
者
が

来
町
さ
れ
、
苓
北
町
の
財
務
状
況
を
行
政
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
で
説
明
、
行
政
経

常
収
支
率
、
債
務
償
還
可
能
年
数
、
実
質
債

務
月
収
倍
率
、
積
立
金
等
月
収
倍
率
を
用
い

て
令
和
4
年
度
を
診
断
し
た
結
果
、
直
近
5

年
間
は
、
債
務
償
還
能
力
、
資
金
繰
り
状
況

と
も
留
意
す
べ
き
状
況
に
な
い
、
と
診
断
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大

仁
田
英
貴
氏
か
ら
、
メ
タ
バ
ー
ス
連
動
型

エ
イ
ジ
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
創
出
事
業
の
実

施
状
況
と
事
業
成
果
に
つ
き
映
像
を
交
え

て
の
報
告
を
受
け
、
併
せ
て
今
後
の
事
業

計
画
の
説
明
を
受
け
た
。

【
成
果
】

☆
中
学
生
が
高
齢
者
の
現
状
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
事
と
し
て
地
域
の
課
題
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

☆
学
習
で
得
た
知
識
が
生
か
さ
れ
、
以
後

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
企
画
立
案
に

つ
な
が
っ
た
。

一
．
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
㈱
資
本
金
の
減
少

に
つ
い
て

四
．
学
校
教
育
審
議
会
の
審
議
状
況
に
つ

い
て

五
．
苓
北
町
第
7
次
振
興
計
画
第
14
期
基

本
計
画（
案
）に
つ
い
て

令
和
６
年
3
月
7
日
（
木
）

令
和
６
年
3
月
7
日
（
木
）

二
．
財
務
状
況
把
握
の
結
果
概
要
等
に
つ

い
て

三
．
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
モ
デ
ル

推
進
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

国
は
２
０
５
０
年
の
将
来
推
計
人

口
を
公
表
。
苓
北
町
は
３
，
５
３
７
人
が
推

計
さ
れ
た
。
熊
本
県
全
域
の
教
育
、
福
祉
、

産
業
等
々
の
振
興
策
と
し
て
熊
本
県
が
平
成

６
年
に
90
分
構
想
と
し
て
策
定
さ
れ
た
熊
本

天
草
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
が
求
め
ら
れ

る
。
本
幹
線
道
路
工
事
の
現
状
と
今
後
の
進

捗
状
況
は
。

苓
北
火
力
発
電
所
の
位
置
づ
け
か
ら
旧
本

渡
市
止
ま
り
で
は
な
く
苓
北
町
ま
で
区
間
を

延
ば
し
て
幹
線
道
路
の
改
良
に
取
り
組
む
べ

き
。

整
備
済
み
区
間
と
整
備
中
区
間
の

合
計
延
長
が
48
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
体
の

約
69
％
。

延
伸
は
、
熊
本
都
市
圏
か
ら
天
草
市
ま
で

の
「
90
分
構
想
の
実
現
」
に
向
け
た
熊
本
天

草
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
を
関
係
機
関
と
連

携
し
強
く
要
望
を
行
っ
て
い
く
事
が
重
要
。

人
口
が
半
減
す
る
事
へ
の
対
応
、

海
洋
関
係
学
園
都
市
の
構
築
は
。

天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校
舎
、
九

州
大
学
天
草
臨
海
実
験
所
と
町
教
育
委
員
会

の
３
者
で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
。

令
和
６
年
度
は
給
食
の
質
や
量
を

維
持
出
来
る
様
給
食
費
を
据
え
置
く
。
学
校

給
食
費
の
無
償
化
は
令
和
７
年
度
以
降
に
判

断
。

就
学
前
幼
児
の
保
育
料
負
担
額
の

無
償
化
。

令
和
６
年
度
か
ら
保
育
料
の
完
全

無
償
化
を
実
施
。

福
祉
施
策
の
改
善
は
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

係
る
現
物
給
付
を
令
和
６
年
６
月
診
療
分
か

ら
実
施
。

各
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
は
け

や
雑
草
、
ト
イ
レ
利
用
者
等
か
ら
苦
情
の
な

い
環
境
整
備
を
。

定
期
的
な
点
検
を
行
い
必
要
に
応

じ
て
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
る
。

女
性
の
会
や
青
年
団
の
活
動
が
重

要
視
さ
れ
る
。
本
町
で
は
当
該
団
体
の
結
成

は
不
十
分
。女

性
の
会
や
青
年
団
な
ど
社
会
教

育
団
体
の
再
結
成
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

消
防
団
の
団
員
確
保
も
非
常
に
重

要
。

各
事
業
所
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

団
員
の
確
保
に
努
め
る
。

本
町
に
お
け
る
働
き
手
の
不
足
か

ら
外
国
人
の
方
が
仕
事
に
従
事
し
て
お
ら
れ

る
。
こ
の
方
々
に
対
し
行
政
と
し
て
の
対
応

は
。

事
業
主
の
方
に
は
国
の
指
針
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
技

能
実
習
生
47
名
を
含
め
77
名
の
外
国
人
の
方

が
住
民
登
録
。

道
路
敷
に
セ
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
が

目
立
つ
。

道
路
愛
護
の
機
運
を
高
め
道
路
の

環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

浜
口

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

　人
口
減
少
へ
の
対
応

全
　
　 

員
　 

　
協
　 

　
議
　 

　
会
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致
企
業
と
同
様
の
対
応
を
す
べ
き
と
思
う

が
？

事
業
者
が
必
要
と
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
協
力
を
し
て
い
く
（
地
役
権
の
設
定

は
他
に
は
な
い
、
通
行
は
妨
げ
な
い
等
他
の

曖
昧
な
回
答
で
あ
っ
た
。
）

事
業
費
約
３
７
０
億
円
の
天
草
広

域
連
合
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
事
業
で
「
事
業
契

約
無
効
確
認
、
事
業
差
し
止
め
判
決
を
求
め

た
住
民
訴
訟
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
う

が
、
事
実
で
あ
れ
ば
そ
の
経
過
等
に
つ
い
て

尋
ね
る
。
又
町
長
が
副
連
合
長
、
議
長
が
委

員
と
し
て
執
行
権
に
加
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ

我
々
町
民
に
周
知
で
き
な
い
の
か
尋
ね
る
。

事
実
で
あ
り
随
時
報
告
す
る
。

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
65
〜
74
歳
で

三
人
に
一
人
、
75
歳
以
上
で
は
約
半
数
が
難

聴
に
悩
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
様
々

な
社
会
生
活
に
支
障
を
来
し
、
認
知
症
の
原

因
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
加
齢
性
難
聴
は
治

癒
は
困
難
で
あ
る
が
、
補
聴
器
を
使
用
す
る

事
で
、
聞
こ
え
を
補
う
事
が
出
来
る
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
を
強
く
要
望
す
る
。

聴
覚
障
害
６
級
相
当
が
基
準
。
手

帳
交
付
後
に
判
定
結
果
に
よ
り
、
助
成
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

障
害
６
級
以
上
の
助
成
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
事
は
知
っ
て
い
る
し
、
今
回
の

要
望
事
項
で
は
な
い
。
質
問
内
容
を
熟
視
さ

れ
検
討
を
望
む
。（
障
害
６
級
は
大
声
で
１
ｍ

以
内
で
会
話
が
可
能
と
言
う
事
）。

令
和
四
年
度
決
算
に
お
い
て
、
税

収
の
約
半
分
が
借
入
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ

て
い
た
と
言
う
事
は
先
の
12
月
議
会
で
申
し

あ
げ
た
が
、
令
和
三
年
度
決
算
で
も
約

53
％
、
税
収
の
約
半
分
が
借
金
返
済
で
あ
っ

た
。令

和
四
年
度
町
民
一
人
当
た
り
の
借
入
額

は
97
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
町
の
行
政

執
行
は
、
防
災
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
等
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。
安

心
し
て
住
め
る
苓
北
町
を
望
む
が
、
新
年
度

の
予
算
編
成
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

第
７
次
苓
北
町
振
興
計
画
目
標
達

成
に
向
け
財
源
確
保
に
努
め
、
予
算
編
成
方

針
を
掲
げ
予
算
編
成
に
当
た
っ
た
。
各
種
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。
（
施
策
等
紙

面
の
都
合
で
省
略
）

都
呂
々
港
管
理
道
路
と
し
て
国
道

３
８
９
号
線
か
ら
町
道
宮
橋
線
に
通
じ
る
道

路
が
あ
る
。
一
級
町
道
並
の
道
路
で
あ
る

が
、
町
道
で
は
な
く
、
充
分
な
維
持
管
理
も

な
さ
れ
て
い
な
い
。

①
こ
の
道
路
は
㈱
レ
ノ
バ
と
貸
借
関
係
が
行
わ

れ
、
地
役
権
が
設
定
さ
れ
、
使
用
料
が
徴
収
さ

れ
て
い
る
。
他
に
実
例
が
あ
る
の
か
又
、
不
特

定
多
数
の
利
用
者
が
あ
る
が
、
地
役
権
が
設
定

は
町
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

②
町
管
理
道
路
の
改
修
費
を
企
業
側
に
求
め
ら

れ
て
い
る
と
言
う
が
事
実
か
尋
ね
る
。

③
事
実
だ
と
す
る
と
こ
れ
ま
で
に
苓
北
町
で

は
、
企
業
進
出
に
つ
い
て
優
遇
施
策
が
と
ら

れ
て
き
た
。
町
道
と
同
等
で
あ
る
こ
の
道
路

の
改
修
費
を
企
業
に
負
担
さ
せ
る
の
は
町
と

し
て
妥
当
で
な
い
。
又
土
地
の
賃
貸
料
が
年

間
約
１
千
万
円
以
上
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
こ

の
様
な
類
は
な
い
。
こ
の
事
か
ら
も
、
他
誘

発
生
の
未
然
防
止
の
た
め
危
険
家
屋
や
危

険
建
物
等
の
解
体
及
び
処
分
費
用
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
60
万
円
上
限
）
の
補
助

金
を
創
設
し
た
が
、
危
険
家
屋
の
解
体
状
況

及
び
国
の
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
空
家
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
を
問
う
。

令
和
４
年
度
に
危
険
家
屋
４
件
、

倉
庫
２
件
、
令
和
５
年
度
に
危
険
家
屋
２

件
、
倉
庫
１
件
を
解
体
し
、
こ
れ
ま
で
４
２

０
万
円
の
補
助
金
を
支
出
。
今
後
、
令
和
５

年
12
月
に
改
正
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
及
び
各
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
空
家
や
危
険
家
屋
の
対

策
に
つ
い
て
適
切
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け

取
り
組
ん
で
参
る
。

地
域
が
輝
く
行
政
区
活
動
補
助

金
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
均
等
割
（
４
万

円
）、人
口
割
（
２
千
円
／
人
）、世
帯
割
（
３

５
０
円
／
世
帯
）
で
算
定
し
、
令
和
５
年

度
ま
で
激
減
緩
和
措
置
を
導
入
。
こ
の
補

助
金
は
、
各
行
政
区
に
と
っ
て
地
域
を
維

持
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
以
降
の
補
助
金
の
算
定
の

考
え
方
を
問
う
。

苓
北
町
区
長
会
と
の
協
議
の
結

果
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で

の
５
年
間
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
助
成

基
準
に
よ
り
支
援
を
継
続
し
、
激
減
緩
和
措

置
は
本
年
度
で
終
了
。

苓
北
町
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
特
性
に
応
じ
た
専
用
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
、
は
ま
ゆ
う
療
育
園
、
梧
葉
苑
、

楽
洋
の
里
、
寿
康
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
指
定
し
て
い
る
。
町
か
ら
高
齢
者
等

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
要
支
援

者
等
の
方
も
苓
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
へ
1
次
避
難
し
、
町
が
必
要
に
応
じ
て
福

祉
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
を
要
請
。
し
か
し

な
が
ら
、
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
や
障
害

（
児
）
者
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
は
、
町
指

定
の
１
次
避
難
所
で
の
受
け
入
れ
態
勢
や
共

同
生
活
に
不
安
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
自
宅

に
と
ど
ま
り
避
難
で
き
な
い
状
況
。
要
支
援

者
と
家
族
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
た
め
に

は
、
町
指
定
の
福
祉
避
難
所
を
１
次
福
祉
避

難
所
に
指
定
し
直
接
避
難
で
き
る
体
制
を
構

築
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
地

震
等
の
大
規
模
災
害
以
外
は
苓
北
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
２
階
部
分
を
福
祉

避
難
所
と
し
て
指
定
し
、
避
難
所
運
営
を

行
う
考
え
。
令
和
６
年
４
月
に
、
町
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
福
祉
避
難
所
や
地
域

福
祉
担
当
者
等
と
災
害
時
の
対
応
や
連
絡

体
制
、
福
祉
避
難
所
の
運
営
等
に
つ
い
て
改

め
て
協
議
を
行
う
予
定
。

苓
北
町
で
は
、
令
和
４
年
２
月

現
在
、
空
き
家
３
７
３
棟
（
う
ち
危
険
家

屋
40
棟
）
あ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
災
害

山口利生
議員

問
①

問
㊀

問
㊁

問
㊂

問
㊃

問
②

問
③

町
長

町
長

町
長

問
①

問
②

問
③

高
齢
者
等
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

危
険
家
屋
等
の
撤
去
等
対
策
に
つ
い
て

地
域
が
輝
く
行
政
区
活
動
補
助
金
に
つ
い
て

郷
土
紙
に
九
電
社
長
の
新
春
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
低
炭
素
化
に
向

け
石
炭
に
ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
焼
を
実
施
し

た
。
後
日
、
政
府
が
宣
言
し
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
」
を
早
期
に
目
指
と

し
た
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
過
去

に
、
本
町
は
、
非
効
率
化
発
電
所
の

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
の
発
言
で
不
安
を
生
じ

た
経
験
が
あ
る
。
発
電
所
の
影
響
は
大
で

あ
る
本
町
と
の
立
ち
位
置
は
。
県
と
九
電

と
災
害
時
港
湾
施
設
利
用
の
協
定
が
締
結

さ
れ
た
と
あ
る
が
、
苓
北
町
と
発
電
所
間

の
災
害
協
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

電
源
立
地
自
治
体
と
し
て
、
九

電
本
社
に
出
向
き
振
興
計
画
の
基
本
施
策

の
一
つ
と
し
て
改
め
て
本
町
の
姿
勢
を
伝

え
確
認
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

と
、
発
電
所
間
の
災
害
時
の
支
援
、
協
定

の
体
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
幾
度
に

亘
り
論
議
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
も
、
本
事
業
の
重
要
性
は
認
め
つ
つ

も
、
施
工
内
容
及
び
、
地
権
者
の
同
意
等

か
ら
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

令
和
５
年
６
月
議
会
に
て
施
工
方
法
や
、

湧
水
対
策
等
検
討
を
行
い
関
係
者
の
理
解

を
得
ら
れ
る
形
で
、
事
業
の
実
施
が
出
来

る
よ
う
、
努
力
に
努
め
る
と
あ
る
が
見
解

を
求
め
る
。本

件
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
お

い
て
否
決
さ
れ
、
事
業
見
直
し
の
状
況
と

な
っ
た
が
そ
の
後
、
熊
本
県
と
協
議
を
行

い
事
業
の
一
部
を
県
営
事
業
と
し
て
実
施

可
能
と
の
回
答
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
県
と
施
工
内
容
等
擦
り
合
わ

せ
関
係
者
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
事
業
実

現
に
向
け
、
鋭
意
努
力
を
す
る
考
え
で
あ

る
。

２
月
15
日
苓
北
町
で
、
７
４
０

０
万
年
前
の
地
層
か
ら
、
日
本
で
初
め
て

肉
食
恐
竜
の
骨
の
一
部
が
見
つ
か
り
違
う

部
位
が
出
て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る

と
記
者
会
見
が
あ
っ
た
。
今
後
、
発
見
さ

れ
た
場
所
等
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
の
対

処
方
針
は
。２

０
１
４
年
10
月
共
同
調
査
の

際
地
層
の
転
石
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
正
確

な
場
所
等
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
盗
掘
や

乱
掘
の
虞
が
あ
る
た
め
控
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
助
言
が
あ
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
発
見
さ
れ
た
化
石
に

つ
い
て
は
、
天
草
市
御
所
浦
町
の
博
物
館

で
常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
頭
の
骨
の
発
見
の
可
能
性

も
あ
り
、
「
苓
北
町
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
①

問
②

問
③

町
長

町
長

町
長

髙戸幸雄
議員

①
九
州
電
力
苓
北
発
電
所
と
連
携
強
化
を

②
白
木
尾
台
地
法
面
崩
壊
対
策
事
業
の
現
況
は

③
肉
食
恐
竜
骨
一
部
発
見
と
文
化
財
の
取
り
組
み
は

松本良人
議員

回
答

回
答

回
答

回
答

再
質

【
Ⅰ
】
福
祉
避
難
所
の
考
え
方
に
つ
い
て

福
祉
避
難
所
は
、
要
配
慮
者
を

滞
在
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
所
で

あ
る
。
今
後
高
齢
化
が
も
っ
と
進
み
そ
の

必
要
性
が
問
わ
れ
る
と
思
う
。

福
祉
避
難
所
は
、
指
定
は
何
か
所
指
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

は
ま
ゆ
う
療
育
園
、
梧
葉
苑
、

楽
洋
の
里
、
寿
康
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
の
五
か
所
を
指
定
し
て
い
る
。

人
材
確
保
・
必
要
な
物
資
調
達

方
法
は
。

人
材
・
物
資
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
種
類
、
規
模
に
よ
り
必
要
と

す
る
人
材
、
必
要
な
物
資
の
調
達
方
法
等

が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
関
係
団
体
と
の

協
議
に
基
づ
き
、
災
害
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
考
え
て
い
る
。

要
配
慮
者
と
そ
の
家
族
へ
の
周

知
・
地
域
住
民
へ
の
周
知
は
。

周
知
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
各
家
庭
の
状
況
を

聞
き
な
が
ら
要
配
慮
者
の
名
簿
、
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

【
Ⅱ
】
富
岡
港
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

道
路
網
の
災
害
を
受
け
た
場
合

に
、
海
上
輸
送
は
必
要
不
可
欠
と
思
う
。

フ
ェ
リ
ー
が
発
着
で
き
る
県
営
桟
橋
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
何
時
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
整
備
管
理
が
必
要
と
思
う
が
。

自
衛
隊
車
両
や
給
水
車
等
の
支

援
を
海
上
か
ら
運
搬
す
る
場
合
、
運
搬
船

を
直
接
岸
壁
に
接
岸
で
き
る
ラ
ン
プ
ウ
ェ

イ
が
付
属
し
て
い
る
船
舶
で
の
輸
送
や
、

同
じ
く
鬼
池
港
か
ら
運
搬
す
る
方
法
が
考

え
ら
れ
る
。

【
Ⅲ
】
海
岸
沿
線
へ
の
防
潮
林
（
防
災
林
）

植
栽
に
つ
い
て
。（
紺
屋
町
・
明
神
山
地

域
な
ど
）年

月
は
掛
る
が
、
植
栽
す
る
こ

と
で
、
津
波
・
強
風
・
高
潮
時
な
ど
防
災

効
果
が
あ
る
。
ま
た
、津
波
の
波
力
を
減
衰
、

流
速
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
、
そ
の

破
壊
力
を
弱
め
、
陸
側
の
被
害
軽
減
、
ま

た
は
防
止
す
る
。
樹
木
が
漂
流
物
の
移
動

を
阻
止
し
、
移
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
二
次

的
災
害
を
軽
減
、
防
止
す
る
。
ま
た
、
津

波
に
さ
ら
わ
れ
た
人
の
す
が
り
つ
く
対
象

物
と
な
る
な
ど
諸
々
の
効
果
が
考
え
ら
れ

る
。

背
後
の
住
宅
地
を
塩
害
か
ら
守

る
た
め
、
防
潮
林
の
植
栽
は
大
変
効
果
的

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
必
要
な

箇
所
に
は
植
栽
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。防

災
上
の
効
果
及
び
環
境
保
全
機
能
や

保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど
、

樹
木
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
に
つ
い
て

し
っ
か
り
伝
え
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

適
所
へ
の
防
潮
林
の
植
栽
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

錦戸俊春
議員

問問問問 町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長

災
害
に
備
え
た
諸
々
の

整
備
に
つ
い
て
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３
．
国
保
税
滞
納
者
へ
の
短
期
保
険
証
の

発
行
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

短
期
保
険
証
の
仕
組
み
は
廃
止

と
な
り
、
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
る
。
医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
の

個
人
負
担
が
10
割
負
担
と
な
り
、
役
場
に

申
請
を
す
る
こ
と
で
、
７
割
も
し
く
は
８

割
分
を
滞
納
し
て
い
る
国
保
税
に
充
て
る

こ
と
と
な
る
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

こ
の
事
業
の
詳
細
な
周
知
徹
底
、
初
動

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
本
町

が
持
つ
独
自
性
を
ど
う
追
加
す
る
の
か
。

４
月
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸

配
布
す
る
。
事
業
所
訪
問
、
P
T
A
総

会
、
街
頭
宣
伝
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
温
泉

プ
ー
ル
で
の
宣
伝
等
を
予
定
。

操
作
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
へ

の
出
前
講
座
等
の
支
援
も
行
う
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
す
る
本
町
独

自
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
今
後
速
や
か
に
関
係

各
課
と
連
携
を
深
め
、
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
町
民
体
育

祭
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
町
主
催
等
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
考
え
ら
れ
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

苓
北
町
民
の
健
康
保
持
の
た

め
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
当
初
予
算
案
に
当
該
接
種
費
用
助

成
金
を
計
上
し
た
。

対
象
者
は
50
歳
以
上
で
、
接
種
日
に
苓

北
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
助
成
額
は
、

接
種
費
用
の
半
額
と
し
、
生
ワ
ク
チ
ン
の

上
限
を
５
千
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
そ

れ
を
１
万
円
の
２
回
と
す
る
予
定
。
接
種

費
用
を
い
っ
た
ん
医
療
機
関
に
支
払
っ
た

後
、
申
請
書
を
提
出
し
て
の
償
還
払
い
を

想
定
し
て
い
る
。

１
．
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
と
し
て
の
紐
づ

け
状
況

令
和
６
年
１
月
末
現
在
苓
北
町

国
保
被
保
険
者
１
，
６
２
９
人
、
内
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
取
得
者
１
，
３
４
８
人
、
内
マ

イ
ナ
保
険
証
な
方
１
，
２
６
２
人
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
被
保
険
者
１
，
５
８
７

人
、
内
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
取
得
者
１
，
２
４

１
人
、
内
マ
イ
ナ
保
険
証
な
方
１
，
１
３

４
人
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
令
和
６
年
度
の
紙
の
保
険
証
の
一
斉

更
新
は
行
う
の
か

簡
易
書
留
郵
便
に
て
、
８
月
に

行
う
。
令
和
７
年
７
月
ま
で
使
用
可
。

問
①

問
②

問
③

町
長

町
長

廣田幸英
議員

町
長

町
長

町
長

こ
の
１
年
間
、
農
業
所
得
の
安
定

確
保
の
為
に
、
国
、
県
に
対
し
働
き
か
け
て

も
ら
っ
て
き
た
が
、
私
た
ち
の
望
む
方
向
に

進
み
そ
う
に
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
町
で

は
稲
作
の
準
備
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

米
価
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
、
早
急
に
回
復
す

る
状
況
に
は
な
い
。

国
の
価
格
安
定
政
策
が
実
働
す
る
ま
で
町

と
し
て
稲
作
農
家
の
所
得
向
上
に
対
し
、
何

ら
か
の
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

農
業
所
得
の
安
定
確
保
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
く
。
米
の
価
格

が
上
が
ら
な
い
要
因
と
し
て
は
、
国
内
に
お

け
る
米
の
需
要
量
、
消
費
量
の
減
少
が
考
え

ら
れ
る
。
町
と
し
て
は
米
の
消
費
拡
大
と
し

て
、
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
地
元
で
生
産
し

た
米
を
管
内
学
校
給
食
に
活
用
し
て
行
き
た

い
と
考
え
る
。

今
の
国
の
政
策
の
中
で
、
水
田
所

得
を
少
し
で
も
上
げ
る
に
は
、
飼
料
用
稲
、

飼
料
米
を
栽
培
す
る
の
が
一
番
良
い
方
法
だ

と
考
え
る
が
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
か
。

天
草
地
域
だ
け
で
は
き
び
し
い
の

で
、
町
外
畜
産
農
家
と
連
携
が
で
き
れ
ば
、

と
考
え
る
。そ

う
い
っ
た
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
の
で
町
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
令
和

元
年
か
ら
管
内
小
学
校
の
統
合
の
是
非
に
つ

き
、
学
校
関
係
、
P
T
A
、
地
域
住
民
を
含

め
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
聴
取
さ
れ
、

「
学
校
教
育
審
議
会
」
に
お
い
て
集
約
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
方
向

づ
け
ら
れ
た
か
。
統
合
の
方
向
に
決
定
さ
れ

た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。ま

た
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
子

ど
も
た
ち
に
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
等
し

く
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

令
和
５
年
12
月
19
日
小
中
学
校
に

関
す
る
情
報
交
換
会
に
お
い
て
、
今
後
の
進

め
方
と
し
て
は
、
「
小
学
校
に
お
い
て
は
、

統
合
や
む
な
し
、
統
廃
合
す
る
方
向
で
今
後

審
議
を
進
め
て
い
く
」
と
決
定
し
た
。

令
和
６
年
２
月
15
日
の
会
議
で
は
、
「
苓

北
町
に
お
け
る
教
育
目
標
」
の
た
た
き
台
や

統
廃
合
後
の
教
育
課
程
等
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
方
向
性
が
決
定
す
る
と
約
２
年
間
を

掛
け
、
新
し
い
学
校
の
内
容
を
協
議
決
定
し

て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
子
ど
も
た

ち
の
個
々
の
能
力
に
応
じ
て
、
等
し
く
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
充
分
配
慮
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

統
合
に
よ
り
、
苓
北
町
に
お
け
る

新
し
い
教
育
課
程
が
組
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
大
い
に
期
待
を
し
た
い
。
子
育
て
世
代
の
皆

さ
ん
が
、
苓
北
町
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
、

と
い
う
学
校
環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長

町
長

再
々
質

再
質

再
質

町
長

田﨑　稔
議員

問
①

問
② ①

農
業
政
策
に
つ
い
て

②
教
育
問
題
に
つ
い
て

議
会
議
場
の
改
修
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
機
器
導
入
に

伴
う
議
場
改
修
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て

（
当
初
の
議
会
運
営
で
は
、
機
器
と
し
て

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
で
あ
っ
た
が
、
町

所
有
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
運
営
に
あ

た
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
場
合
は
、
必
要

最
小
限
度
の
改
修
に
努
め
る
こ
と
と
し
議

題
と
し
た
。
）

協
議
の
結
果
　
運
営
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
紙
ベ
ー
ス
と
す
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
に

も
、
予
算
書
等
関
係
書
類
一
式
も
取
り
込

み
将
来
に
備
え
る
こ
と
と
し
、
改
修
に
つ

い
て
は
、
機
器
に
必
要
な
コ
ン
セ
ン
ト
類

の
増
設
と
し
た
い
。

（
令
和
５
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問
さ
れ

た
庁
舎
議
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
町
長
か
ら
議
会
全
体
の
総
意
と
し

て
検
討
す
る
よ
う
答
弁
が
あ
り
議
題
と
し

た
。
）

協
議
の
結
果
　
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
機

器
導
入
を
検
討
す
る
中
で
引
き
続
き
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

（
新
た
な
議
場
シ
ス
テ
ム
及
び
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
目
指
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
て
議
会
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
天
草

市
議
会
事
務
局
を
議
長
及
び
議
会
活
性
化

等
検
討
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
並
び
に

議
会
事
務
局
長
の
４
名
が
先
行
し
て
、
行

政
視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
報
告
を
も

と
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て
を
議
題

と
し
た
。）

協
議
の
結
果
　
機
器
導
入
経
費
を
勘
案
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
代
わ
り
現
在
町
が
所
有

す
る
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
検
討
も
一
つ

と
し
て
提
案
が
あ
り
、
次
回
に
は
、
行
革

デ
ジ
タ
ル
対
策
室
長
の
出
席
を
求
め
再
協

議
の
運
び
と
な
っ
た
。

1
月
30
日
（
火
）

第
１
・
第
２
委
員
会
室

2
月
19
日
（
月
）

第
１
・
第
２
委
員
会
室

議会活性化等検討特別委員会議会活性化等検討特別委員会

日
本
政
府
は
、
台
湾
有
事
へ
の
懸

念
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
民

の
避
難
計
画
を
策
定
す
る
為
に
九
州
各
県
と

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
苓
北
町
に
も
、
大

型
船
を
就
航
す
る
こ
と
が
可
能
な
港
を
有
す

る
火
力
発
電
所
が
あ
る
。
避
難
施
設
と
し
て

は
、
廃
校
や
多
く
の
空
き
家
を
利
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
令
和
６
年
度
の
計
画
に

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
前
提
に
し

た
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
倍
増
と
、
町
独
自

の
政
策
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
地
候

補
と
し
て
手
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や

県
に
更
な
る
施
策
の
後
押
し
を
お
願
い
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

有
事
の
場
合
は
、
国
民
の
安
全
保

護
上
、
国
か
ら
の
指
示
に
よ
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
苓
北
発
電
所
港
湾
施
設
の
利

用
も
、
火
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
運
転
管

理
上
の
問
題
等
も
懸
念
さ
れ
、
事
前
の
十
分

な
調
整
等
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
。

ま
た
、
基
本
的
に
空
き
家
は
個
人
所
有
の

物
件
で
あ
り
、
所
有
者
の
考
え
に
基
づ
き
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
も
の
。
有
事
を

想
定
し
た
避
難
地
施
設
と
し
て
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
大
変
厳

し
い
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
空
き
家
を
避

難
施
設
と
す
る
た
め
の
改
修
費
用
に
つ
い
て

の
国
・
県
の
補
助
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
も
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
予
算

措
置
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

移
住
を
考
え
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
住
ま
い
や
、
環
境
、
気
候
、
人
間
関
係

等
、
地
方
移
住
に
対
し
て
の
不
安
は
沢
山
あ

る
。
そ
の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
た
め

に
も
、
「
お
試
し
住
宅
」
を
計
画
し
て
は
ど

う
か
。
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
中
か
ら
、
ま

た
は
町
営
住
宅
等
を
利
用
し
て
、
生
活
に
必

要
な
物
（
例
え
ば
、
家
電
製
品
、
家
具
）
を

備
え
た
、
身
体
一
つ
で
来
て
住
め
る
「
お
試

し
住
宅
」
が
あ
れ
ば
、
移
住
を
考
え
て
い
る

人
の
不
安
を
和
ら
げ
て
、
移
住
へ
の
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
な
り
、
移
住
し
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。「

お
試
し
住
宅
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
に
お
い
て
、
令
和
3
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
お
り
、
川
向
地
区
に
在
る
教
職
員

住
宅
１
戸
に
て
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
利
用
件
数
は
、
令
和
3
年
度
、
４

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
も
あ
り
利
用
は
な
か
っ
た
が
、
今
年

度
は
４
件
の
利
用
が
あ
っ
て
い
る
。

坂
瀬
川
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
他

地
区
で
も
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
利
用
状
況
を

分
析
し
て
、
更
な
る
広
報
活
動
を
望
む
。 田嶋健司

議員

１
．「
空
き
家
バ
ン
ク
」
活
用
提
案

２
．
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
提
案

問
①

問
②

町
長

町
長

再
質

予算審査特別委員会では、パソコンで見る予算書と
紙の予算書の両方を用いて予算審査が行われた。
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※
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
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編
集
後
記

上記の順で開いて行くと一般質問の様子が録音放送にて聞けます。（苓北町ホーム
ページがリニューアルされました。）

「
く
ら
し
・
行
政
」

「
町
政
情
報
」

「
議
会
」

「
議
会
日
程
・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　

  

・
会
議
録
」

苓
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
一
般
質
問
」

“定例議会の一般質問がインターネットで聞けます”

議  会  日  誌
※主なものを載せています

町木「ツバキ」町花「はまゆう」

あなたと議会のかけ橋に

129
19

苓北町議会だより

２０24年（令和６年）

発行

きずな
4

発行　苓北町議会  TEL３５－３３３７　
編集　議会広報特別委員会

主な内容
●

●

●

臨時会 ·········································································· ２

定例会・全員協議会···········································３～10

一般質問・特別委員会 ······································11～15

平
成
26
年
10
月
に
苓
北
町
の
地
層
で
見
つ

か
っ
た
大
き
さ
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
化
石
が
食

物
連
鎖
の
頂
点
に
君
臨
し
た
生
き
物
の
下
あ

ご
の
骨
だ
っ
た
、
と
令
和
６
年
２
月
15
日
、

天
草
市
に
お
い
て
、
記
者
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
科
の
恐
竜

の
骨
が
国
内
で
「
初
発
見
」
さ
れ
た
と
い
う

事
実
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。
従
来
、
北
米

と
ア
ジ
ア
、
取
り
分
け
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
の

内
陸
部
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
発
見
さ

れ
た
の
は
、
島
国
で
あ
る
日
本
、
し
か
も
海

沿
い
と
な
る
、
わ
が
「
苓
北
町
」
な
の
で
す
。

骨
の
中
で
も
、
背
骨
や
肋
骨
の
骨
の
数
は
多

い
。
た
だ
し
あ
ご
の
骨
は
限
ら
れ
る
、
そ
の

化
石
が
、
わ
が
「
苓
北
町
」
か
ら
出
て
き
た

と
い
う
の
で
す
。
太
古
の
地
球
で
は
、
北
米
、

東
ア
ジ
ア
、
日
本
は
大
陸
続
き
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
何
か
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
議
会
定
例
会
は
、
「
予
算
議

会
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
喫
緊
の
生
活
課
題
に
目
を
向
け
つ

つ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
す
る
た
め
の
予

算
執
行
を
と
、
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
議
会
議
場
に
お
い
て
議
員
が
一

般
質
問
し
た
、
ま
た
政
策
討
議
し
た
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
媒
体
と
な
る
、
苓
北
町
議
会
だ
よ
り

「
き
ず
な
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

３月定例会の傍聴者は、
　　  　45人でした。

２月臨時会の傍聴者は、
　　  　８人でした。

６月です。

次の定例会は

会議録は、右記「議会日程・一般質問・
会議録」内の「会議録」で閲覧できます。

１月
　23日

　30日
　30日

県町村議会議長会議員研修会
　（Web研修：苓北町役場）
全員協議会
議会活性化等検討特別委員会

２月
　19日
　19日

26日

令和６年第１回苓北町議会臨時会
議会活性化等検討特別委員会
議会運営委員会

３月
６～14日

６・７日
14日
14日
14日

令和６年第２回苓北町議会定例会
（11.12.13日は予算審査特別委員会、
　　　　　　　　　　　９.10日は休会）
全員協議会
総務文教厚生常任委員会
建設経済環境常任委員会
議会広報特別委員会

４月
１・９日 議会広報特別委員会

（１月22日以降分）

萬松山國照寺中門


